
は じ め に
《吉田拓郎》は，’70年にエレックレコードから「イ
メージの詩」（作詞・作曲：よしだたくろう；B 面はマ
ークⅡ）〈A〉でシングル・デビューし，多くの楽曲を
生みだし，第一線の音楽アーティストとして走り続けて
いる。本稿では，’60年代末の若者が創出した反権力運
動としての関西フォークの流れ（諸井，2015参照）と
一定の距離を置きながらも今なお活躍し続けている，
《拓郎》の想いを「生きることに対する態度」という観
点を軸にして論じよう。
《拓郎》の轍
まず，《拓郎》のこれまでの歩みを簡単に確認しよう

（シンコーミュージック，2007）。《拓郎》は，’46年に
鹿児島県・大口市（現・伊佐市）で生まれたが，両親の
別居に伴い小学 3年次に広島市に転居した。高校時代
（県立皆実高校，’62年入学）から音楽活動（ロックバ
ンド「トーン・ダイヤモンズ」）に従事し，進学した広
島商科大学（’65年入学；現・広島修道大学）ではバン
ド活動に加え（「ザ・バチェラーズ」，すぐに解散），弾
き語りのソロ活動も行った。
《拓郎》は，’66年にはコロンビアレコード主催のフ
ォークコンテストで全国 3位となった。その後，再びバ
ンドを結成し（’67年「ダウンタウンズ」），’68年の第 2

回ヤマハ・ライト・ミュージック・コンテストのヴォー
カル・グループサウンズ部門で全国 4位の地位を得た。
《拓郎》は，’68年末に結成されたアマチュア・フォー
クサークルの「広島フォーク村」に参加した。この「広
島フォーク村」は，’70年に自主制作アルバム「古い船

をいま動かせるのは古い水夫じゃないだろう」を発表
し，《拓郎》の「イメージの詩」はもともとこのアルバ
ムの 1曲目に収録されていた。
《拓郎》は，’70年にエレックレコードに所属する
が，’72年には「CBS ソニー」とアーティスト兼プロデ
ューサー契約を結び，「結婚しようよ」（作詞・作曲：よ
しだたくろう）〈B〉がオリコンチャート 3位となった。
これにより，彼は，フォーク・ファンにとどまらず全国
的な知名度を得た。その後，アーティストによる自由な
創作活動を保証するために，《拓郎》に加え，「井上陽水
（’48年生～）」，「泉谷しげる（’48年生～）」，「小室 等
（’43年生～）」の 4人で，’75年にレコード会社フォー
ライフレコードを創設した。’99年に専属契約を解消
し，’00年にインペリアルレコードに移籍したが，’09
年には業界超大手の avex に移り今に至っている。
青年は何を目指したのか
Keniston（1960）によれば，青年期の特徴は，既存シ

ステムの決定的な拒絶にあるのではなく，自己と社会の
間の関係をめぐるアンビバレントな緊張状態（既存の社
会システムを受容するか，拒絶するか）にある。わが国
では，この「青年による異議申し立て」の構図に従
い，’60年代末に青年による反権力運動が起きた。この
運動と連動して，「関西フォーク」に代表されるように，
音楽アーティストが自らの想いをそのまま聴き手に伝達
することが当たり前になった（諸井，2015参照）。先述
したように，《拓郎》はそのような時代の中で「関西フ
ォークの流れ」と一定の距離をとりながら，音楽アーテ
ィストしてのアイデンティティを確立した。
初期の代表作である「イメージの詩」〈A〉では「実

に素朴なメロディー・ラインに単純なギター伴奏をつけ
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て，心に浮ぶ社会や人間のイメージをまさに心のままに
歌いあげていくのである」（浅沼，2007）。大人社会への
不信（「これこそはと 信じれるものが この世にある
だろうか」），同輩との表面的同調（「いいかげんな奴ら
と 口をあわせて 俺は歩いていたい」），孤独感（「長
い長い坂を登って 後を見てごらん 誰もいないだろ
う」）などの青年期特有の心性が列挙され，未来に向か
う意志が示されるのである（「古い船を 今 動かせる
のは 古い水夫じゃないだろう なぜなら古い船も 新
しい船のように 新しい海へ出る」）。
《拓郎》は，’71年に開催された「中津川・フォーク・
ジャンボリー」のサブ・ステージで六文銭とともに「人
間なんて」（作詞・作曲：よしだたくろう）〈B〉を延々
と唄い続け，それまでの「関西フォーク」中心の流れに
対峙する存在として認知される。「サブステージでの歌
い手と聴く側の一体感，盛り上がりは物凄いものがあっ
た」のだ（なぎら，1999）。これを機に《拓郎》は「ナ
ショナル・ブランド」（山本，2008）になった。この
「人間なんて」では，アイデンティティの拡散（「何かが
欲しい オイラ それが何だかは わからない だけど
何かが たりないよ いまの自分もおかしいよ」）と未
来への不安（「空に浮ぶ雲は いつかどこかへ 飛んで
ゆく そこに 何かが あるんだろうか それは誰にも
わからない」）が反復して表出されるという特異な歌で
ある。
先述したように，《拓郎》は，「CBS ソニー」移籍後

すぐに発表した「結婚しようよ」が大ヒットし，全国的
知名度を得た。しかし，この商業的成功は，デビュー以
来のファン層によって社会への迎合という批判を浴びる
ことになる。しかし，この歌は，当時はまだ主流であっ
た家同士の結びつきとしての結婚から自由な恋愛の結果
として結婚への誘いなのである（諸井，2003）。つまり，
結婚を「社会的束縛」から解放し，「個人化」したので
ある。「僕の髪」が「もうすぐ肩まで とどく」から結
婚するのであり，その結婚式には仲間がいれば十分なの
である（「仲間を呼んで 花をもらおう」）。さらに，’74
年に《拓郎》は，演歌の大スターである「森進一（’47
年生～」に「襟裳岬」（作詞：岡本まさみ／作曲：吉田
拓郎）を提供した。この歌は第 16回レコード大賞を獲
得し，《拓郎》に「歌い手」というブランドに加え，音
楽アーティストとしてのブランドも与えることとなっ
た。その後も《拓郎》は所謂アイドルなどにも楽曲を提
供し（例えば，「キャンディーズ」〈’72～’78年〉に「や
さしい悪魔」〈’77年；作詞：喜多条 忠／作曲：吉田

拓郎〉），歌謡曲やフォーク系などの様々な音楽ジャンル
の境界を融解させた（田家ら，2014, 225-263頁参照）。
今はまだ人生を語らず
《拓郎》が今までに表出した歌での主題は幅広いが，
本稿では，彼が折々もち出す「生」の継続について論じ
よう。
《拓郎》の初期の作品である「今日までそして明日か
ら」（作詞・作曲：よしだたくろう）〈A〉は，先述した
’60年代半ばからの青年による異議申し立てとして権力
への反抗が衰退と挫折をした時期に現れる。そこでは，
他者との様々な関係性の中で生きてきた自分を前提に
（「わたしは今日まで生きてみました」「時にはだれかの
力をかりて」「時にはだれかにしがみついて」「わたしは
今日まで生きてみました」），「生」の継続が唱導される
（「明日からもこうして生きて行くだろうと」）。未来は不
確定であっても（「それにしたって」「どこで どう変っ
てしまうか」「そうです わからないまま生きてゆ
く」），相変わらず生き続けるのだ。この歌は，’70年初
頭の青年が直面した時代の転変に対する「生」の継続と
いう《拓郎》の意思表明なのである。
’74年には CBS・ソニーから「襟裳岬」も収録された

アルバム『今はまだ人生を語らず』〈C〉が発表される。
このアルバムはその完成度から《拓郎》のアルバムの中
で最高傑作と言われているが，実は収録曲の「ペニーレ
インでバーボン」（作詞・作曲：吉田拓郎）の歌詞の一
部（「テレビはいったい誰のためのもの」「見ている者は
いつもつんぼさじき」）が問題視され「自主規制」され
る。その後，このアルバムは一端 CD 化されるものの，
現在では市販されていない。
このアルバムのコンセプトを代表する「人生を語ら

ず」（作詞・作曲：吉田拓郎）では先の「今日までそし
て明日から」と同じ想いがさらに力強く展開される。
’70年初頭に挫折と敗北を経験した若者に対し，威勢よ
くメッセージを叫ぶよりも「臆病者」という烙印を怖れ
る必要はない（「空を飛ぶ事よりは 地をはうために」
「口を閉ざすんだ 憶病者として」「目の前のコップの水
を ひと息にのみほせば」「傷もいえるし それからで
もおそくはない」）。なぜならば，まだ見ぬ未来に向かっ
てまた飛び立てばよいのだ（「目の前にも まだ道はな
し」「越えるものは すべて手さぐりの中で」「見知らぬ
旅人に 夢よ多かれ」）。つまり，過去に囚われるのでは
なく，「人生の途中であること」を自覚すべきなのだ
（「越えて行け そこを」「越えて行け それを」「今はま
だ 人生を 人生を語らず」）。
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この歌では，「今日までそして明日から」でのメッセ
ージの根幹をさらに人生という枠組みに拡大される。人
生の構築途上にある者は，「人生」という言葉で過去を
振り返るべきでない。人生とは「生」の継続の結果であ
り，その結果に今固執（回顧）することは，「今日まで
そして明日から」で唱導された「生」の継続への動機づ
け高揚を妨げることになるのだ。
ところで，《拓郎》によるこのような対人生態度を

「時間的展望」という心理学的概念から捉えてみよう。
時間的展望とは「ある与えられた時に存在する個人の心
理学的未来及び心理学的過去の見解の総体」（Lewin,
1951）であり，Lewin は，青年期の特徴として時間的展
望機能の活性化を指摘している。《拓郎》は，子どもと
大人との間に挟まれた曖昧で不安定な人生上の位置にお
かれた青年に，過去に回帰せず未来志向を活性化するこ
とによる今の不安定さの克服を説いているのである。こ
れは，今なお活躍し続けるロックバンドの歌詞分析の試
みによって諸井（2005）が検出した特徴と一致する。
しかしながら，中年期になると人生に対する考えが変

化する。つまり，「生まれてからの時間」よりも「残さ
れている時間」を重視するようになり，時間的展望の再
編成が生じるのだ（白井，1997）。《拓郎》の場合にもそ
の再編成が起きた。新潟県・吉田町の「町おこし」イヴ
ェントをきっかけとした「吉田町の唄」（作詞・作曲：
吉田拓郎）〈E〉では，「拓郎自身のヒストリー」が「ち
ょっと離れた位置から描写」される（館野，2008）。「家
族や故郷という舞台」を歌いながら，《拓郎》自身の
「生い立ちや成長」（田家，2014）が語られる（「のびや
かに しなやかに 育てよ 子供」「やがて 大地 踏
みしめ 太陽になれ」）。40代半ば過ぎた《拓郎》は，
自身の人生の流れが家族や故郷を媒介としていることへ
の気づきが明確に芽生え始めたのだ。
「ウルフルズ」の「トータス松本」は，「僕の人生の今
は何章目ぐらいだろう」（作詞・作曲：トータス松本）
という楽曲を《拓郎》に提供した。この歌は，《拓郎》
の 26枚目のオリジナル・アルバムである『Hawaiian
Rhapsody』〈F〉に収録されており，’04年に発売された
ライブ・アルバム『豊かなる一日』〈G〉でも聴くこと
ができる。
先述した過去を振り返らず未来を見据えて「生」の継

続を図るという《拓郎》の唱導が，青年を通り過ぎ ’50

代を越えた《拓郎》に適切であるかを「トータス松本」
は問いかけたのだ。
この歌は，人生位置への確認から始まる（「今はどの

辺りだろう」「どの辺まで来ただろう」「僕の人生の今は
何章目ぐらいだろう」）。さらに「今日までそして明日か
ら」や「人生を語らず」での過去回帰に関する否定的態
度と対照的に過去経験が回顧される（「忘れたい 昔の
事」「ゆずれない 初恋の事」「わからない あの出来
事」「しょうもない 昨日の事」）。そして，自分の残さ
れた未来へのこだわりが告白される（「いつまでも
図々しく」「どこまでも 明日はつづく」）。つまり，中
年期以降の人生の向き合い方が「トータス松本」によっ
て唱導される。「残された未来」に向かう動機づけ高揚
のために，自らの過去の振り返りを伴う「人生位置」の
確認が必要なのだ。しかしながら，もともと《拓郎》に
よって唱導された無前提の「生」の継続という考えは，
この「トータス松本」の歌にも継承されている。
人生を語ることから「生」の継続へ
’03年春の《拓郎》57歳の誕生日，「癌」を言い渡さ

れた。5月からのツアーを前の定期検診で「肺腫瘍」が
認められすぐに手術となった。もちろん，ツアーは延期
となり，「呼吸器系の，それも肺を冒されて復帰した例」
（田家，2004）は見当たらないという，歌い手としての
危機的状況におかれる。しかしながら，《拓郎》は，過
酷なリハビリテーションを経て，半年後の 10月には
「東京国際フォーラム」のステージに立ち，「今日までそ
して明日から」から「人生を語らず」までの 22曲を歌
い切った（田家，2004）。しかし，’07年のツアーの序
盤で，慢性気管支炎と胸膜炎のため，再びツアーは中断
される（田家ら，2014）。その後，先述したように ’09

年，コンピューター音楽（いわゆる打ち込み系ミュージ
ック）で巨大音楽産業と化した avex に移籍した。この
誰もが予想しなかった移籍は，エレックというマイナー
レーベルから出発した《拓郎》による「音楽ビジネスの
中の夢の続き」（田家ら，2014）なのかもしれない。「そ
ろそろ最後の時がきているんじゃないか」（田家ら，
2014）という彼の想いと超メジャーレーベルへの移籍に
よる安定的な音楽活動の確保が交差したといえよう。
6年間のブランクを経て ’09年に発売された 30枚目

のオリジナル・アルバム『午前中に…』〈H〉では，復
活した《拓郎》の人生に対する態度の変容が披瀝され
る。例えば，「ガンバラナイけどいいでしょう」では，
未来に突き進むことへの唱導は影を潜め（「求める愛が
遠くても近くても」「進んでいくだけが 自分と思って
た」），それぞれのゆったりした歩みが肯定される（「で
も がんばらないけどいいでしょう」「私なりって事で
いいでしょう」「がんばらなくてもいいでしょう」「私な
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りのペースでもいいでしょう」）。そのためには，懸命に
未来に向かって行くのではなく（「明日に向って走れ
こぶしを握りしめて」〈「明日に向って走れ」（作詞・作
曲：吉田拓郎）〈D〉），ゆったりした歩みでよいのだ
（「歩こうか 歩けるネ」「歩こうか 歩けるね」〈「歩こ
うね」〉）。重要なことは，《拓郎》は「生」の継続を相変
わらず追求する（「旅を続けながら 答えを探すのだ」
「それは人生という名の 謎だから」）。
しかしながら，新境地に達したアルバム『午前中…』

発売に並行したツアー途中で慢性気管支炎の悪化のため
にツアー後半は中止され，これが《拓郎》にとっての
「最後の全国ツアー」（田家ら，2014）となった。この
後，《拓郎》は ’12年に『午後の天気』〈I〉を発表し，
秋には関東地方限定のツアーで再び復活した。
『午後の天気』は，前作『午前中に…』での新たな境
地をさらに深化する。人生の最終章を配偶者（「森下愛
子」（’58年生～），’86年結婚）とともにゆったりと過
ごすことの大切さが堂々と開示される（「僕の道」：「こ
の道を行けばいい」「星に向かって 歩いて行こう」「い
つも君と一緒に」「足音を刻んで」／「昨日の雲じゃな
い」：「この虚しさを 突き抜けて」「きっと わかり合
える 二人になれる」／「危険な関係」：「なぜだか今日は
それでも良くなった」「縛り合うよりも 緩やかでいい」
「君と僕とのストーリー そんな気がしたよ」）。さらに，
亡き父への尊敬の念も歌われる。《拓郎》の父親は鹿児
島の郷土史家であった。’55年に両親の別居に伴い，
《拓郎》は，先述したように広島市に転居することとな
った。「清流（父へ）」では，そのような父に対する想い
を巡らされる。先述したようにツアーをも中断させた病
は，《拓郎》自身が人生の最終章に立たされていること
を否応なく自覚させ，心の中で自分自身のルーツを辿る
ことになる。父親に対する心理的葛藤の回顧と後悔
（「この頃 やっと正直に」「愚かな自分を声にして」「時
には 人目もはばからず」「無念の涙を流します」）を経
て，《拓郎》自身の原点の 1つがその亡き父親であるこ
とや，父親の慈しみへの回帰が吐露される（「今ここに
いる僕は」「何処からやってきたのか」「これから何処へ
行けばいい」「あなたに逢いたい」「あなたの声が聴きた
い」）。
以上に述べた《拓郎》の変化は，突如直面した病が人

生の到達点である死を《拓郎》に自覚させた結果といえ
よう。死に対する態度の心理学的測定を試みた丹下
（2004）は，先行研究での諸知見を概観し，死に対する
態度が発達段階によって変動すると指摘した。つまり，

青年期から成人期にかけて死に対する恐怖が増加し，成
人中期において頂点に達する。その後，成人後期になる
と死に対する恐怖が低下する。また，丹下・西田・富田・
安藤・下方（2013）は，青年期に抱かれる死に対する態
度の構造（丹下，2004；中高生）と中高年者（40-79
歳）の構造の同一性を探索的因子分析と確認的因子分析
によって明らかにした（死に対する恐怖，死後の生活の
存在への信念，生を全うさせる意志，人生に対して死が
持つ意味，身体と精神の死）。また，男女大学生を対象
とした別の研究では（浅本・小川・鈴木，2006），死の
不安に関する対処の 6側面（充実，熟考，身体管理，受
け入れ，感情表出，回避）が因子分析により抽出され
た。《拓郎》の変化をこれらの心理学的所見を突き合わ
せると，人生に対する死が持つ意味を背景として彼は生
を全うさせる意志を自覚しながら（丹下ら，2013），充
実や受け入れという対処（浅本ら，2006）を発動させて
いるといえよう。
お わ り に
’14年には，《拓郎》にとって 4枚目のセルフカヴァ

ー・アルバム『AGAIN』〈J〉が発売された。アルバム
最後に収められている「アゲイン（未完）」（作詞・作
曲：吉田拓郎）では「まだ終わらないという 68才の今
の気持ち」（田家，2014）が歌われる（「心は安らいで
いたでしょうか」「希望の光を 浴びていたでしょう
か」）。さらに，’16年秋から関東近郊限定であるがツア
ーが開始される。《拓郎》のゆったりとした歩みはまだ
まだ継続され，人生最終章の拡大が図られていくのであ
る。
〈付記〉

《吉田拓郎》の歌詞の整理について板垣美穂さん（生活デザイ

ン専攻修士課程 2012年度修了）の助力を得た。記して感謝す

る。
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